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東京低地南部における沖積層の基盤地形
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Abstract: Incised-valley topography formed into the Last Glacial Maximum (LGM) beneath the southern 
area of the Tokyo Lowland including the Tokyo Bay area has been clarified on the basis of 5,767 borehole 
logs. The incised-valley topography has been reconstructed by spatially interpolating (Kriging) the depth 
distribution of the base of the post-LGM incised-valley fill identified in each borehole log. The Paleo-
Tokyo River Valley flows from north to south along the present Arakawa River in the Tokyo Lowland. 
Three buried terraces formed during the Marine Isotope Stage (MIS) 5a, MIS 3, and the early stage of the 
LGM occur on the left and right banks of the Paleo-Tokyo River Valley. The buried terraces on the left 
and right banks of the Paleo-Tokyo River Valley are dissected by the Gyotoku Valley and the Paleo-Kanda 
River Valley, respectively. Absence of the Basal Gravel bed and the cover effect in the Gyotoku and 
Paleo-Kanda River valleys pronounced the undulation of the incised-valley topography formed in relation 
to the sea-level lowering and river incision into the LGM.

Keywords: incised valley, buried terrace, interpolation, Tokyo Metropolitan, Chiba Prefecture, Late 
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要　旨

東京湾の湾岸部を含む東京低地南部における5,767本
のボーリング柱状図から，沖積層の基底深度を読み取り，
クリキング法による空間補間を行うことで，沖積層の基
盤地形を復元した．東京低地南部では，現在の荒川に沿っ
て，古東京川開析谷が南北方向に縦断しており，その両
岸には海洋酸素同位体ステージ（MIS） 5aとMIS 3，最終
氷期最盛期（LGM）の前半に形成されたと考えられる3段
の埋没段丘が分布する．古東京川開析谷の左岸と右岸の
埋没段丘は，それぞれ行徳開析谷と古神田川開析谷に
よって開析される．行徳開析谷と古神田川開析谷の基底
には沖積層基底礫層（BG）が認められず，礫による被覆
効果が無かったために，LGMにかけた海水準低下に伴っ
た河川の下刻による起伏地形が顕在化したと考えられ
る． 

１．はじめに

沿岸河口低地における沖積層とは，最終氷期最盛期
（Last Glacial Maximum: LGM）にかけた海水準低下に伴っ

て形成された開析谷が，後の海水準の上昇と安定に伴っ
て堆積した砕屑物によって充填された地層を指す．この
ような沖積層は，一般的に未固結な軟弱地盤を形成して
おり，地震動の増幅や地盤沈下などの様々な地質災害を
引き起こすことが知られている（貝塚・松田，1982；遠
藤ほか，2001など）．従って，その分布や形成機構の解
明は社会的にも重要である．

首都圏が立地する東京低地の沖積層は，1923年の大
正関東地震以降，多くの研究が行われてきた．特にその
基盤（基底）地形については，復興局建築部（1929）を初
めとし，羽鳥ほか（1962），東京都土木技術研究所（1969），
Kuwano et al. （1971），Matsuda （1974），Kaizuka et al. 

（1977），貝塚・松田（1982），遠藤邦彦ほか（1988），東京
港地下地質研究会（2000），東京都港湾局（2001），石綿

（2004），田辺ほか（2008a），角田（2014），風岡ほか（2018）
などによる研究がある．これらの研究で用いられたボー
リング柱状図の数は，時代が経るに従い増加し，田辺ほ
か（2008a）では7,021本のボーリング柱状図を用いて沖積
層の基盤地形を復元している．

従来，沖積層の基盤地形は，個々のボーリング柱状図
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から読み取った沖積層の基盤深度を地図上にプロットし，
人の解釈を加えて，滑らかな等高線を描くことによって
復元されてきた．しかし近年は，データ量の増加に伴い，
個々のボーリング柱状図から読み取った基盤深度を電子
データとして整備し，GISソフトウェアを用いた数学的
な補間を行うことによって，詳細な基盤地形を復元する
方法が主流となっている．

首都圏におけるボーリング柱状図は，2002年に公開さ
れた「千葉県地質環境インフォメーションバンク」（現在
は「ちば情報マップ」）（千葉県環境研究センター，2002）
を皮切りに，2006年の「東京の地盤（Web版）」，2008年
の「国土地盤情報検索サイト（Kunijiban）」（土木研究所，
2008），2013年の「埼玉県ボーリング柱状図」（埼玉県環
境科学国際センター，2013），2014年の「東京の地盤（GIS
版）」（東京都土木技術支援・人材育成センター，2014）と，
着実にオープンデータ化が進んでおり，その質・量とも
に充実してきている．従って，多量のボーリング柱状図
データの公開に伴う沖積層の基盤地形の電子化と詳細化
は今後とも進展させる必要がある．

田辺ほか（2008a）は，東京都台東区上野以北の東京低
地北部と中川低地における沖積層の基盤地形を復元した．
今回，東京低地南部における沖積層の基盤地形を，5,767
本のボーリング柱状図を用いて，これまでになく詳細に
復元した．本論ではその結果を紹介する．

２．地質概説

東遷以前の利根川流域では，縄文海進に伴い，現在の
海岸線から約70 km内陸の栃木県栃木市藤岡町付近まで，
奥東京湾と呼ばれる内湾が広がった（大山ほか，1933；
小杉ほか，1989など）．この奥東京湾地域の沿岸河口低
地のうち，中川沿いのものは中川低地，荒川沿いのもの
は荒川低地，そしてこれらの河川の合流域から下流のも
のは東京低地と呼ばれている（貝塚，1979）（第1図）．

現在の東京低地は，南が東京湾に面しており，その
東には下総台地，西には武蔵野台地が分布する（第1図）．
利根川の東遷以前，この低地には利根川と荒川，渡良瀬
川などから供給された砕屑物が堆積した．現在の河川流
量から見た場合，利根川の流量が290 m3/sであるのに対
し，荒川のそれは30 m3/s，渡良瀬川のそれは19 m3/sしか
ない．従って，東京低地の沖積層の形成には，圧倒的に
利根川の土砂供給の影響が大きかったことが推定できる．
ちなみに現在の利根川の土砂供給量は95 kg/s（3 Mt/yr）と
される（Milliman and Farnsworth，2011）．

5 cal kyr BP（ka）に利根川は荒川低地から中川低地に流
路を変遷した（田辺ほか，2008b）．従って，LGMには荒
川低地では利根川，中川低地では渡良瀬川によって，そ
れぞれ荒川開析谷と中川開析谷が形成され，これらの開
析谷は東京低地において合流し，古東京川開析谷として
現在の東京湾口にかけて流下したと考えられている（中

条，1962；Matsuda， 1974；菊地，1981；遠藤邦彦ほか，
1988；田辺ほか，2008aなど）．東京低地では，海洋酸素
同位体ステージ（MIS）5eからLGMにかけた海水準低下に
伴って，複数の埋没段丘と開析谷が形成された（Matsuda，
1974；遠藤秀典ほか，1988；東京都港湾局，2001など）．
古東京川開析谷は，東京低地では東京都江東区辰巳付近
において最も深く，標高-70 mにかけて分布する（遠藤邦
彦ほか，1988；東京都港湾局，2001）．

古東京川開析谷を充填する沖積層は，中・上部更新統
の下総層群に不整合に累重し，下部・上部沖積層に区分
される（Matsuda， 1974；Kaizuka et al. 1977；松田，1993）．
下部沖積層は下位より基底礫層（Basal Gravel: BG），下部
砂層（Lower Sand: LS），下部泥層（Lower Clay: LC），中間
砂層（Middle Sand: MS），上部沖積層は下位より上部泥層

（Upper Clay: UC），上部砂層（Upper Sand: US），最上部陸
成層（Uppermost Alluvium: UA）に細分される．遠藤（2017）
などは，このような沖積層を年代に基づいて七号地層と
有楽町層に二分しており，両層の境界は完新世の始まり
に相当する．田辺ほか（2010）は，東京低地における沖積
層を堆積システムとそれを構成する堆積相によって，下
位より低海水準期の網状河川システム，海進期の蛇行河
川システムとエスチュアリーシステム，海退期のデルタ
システムに区分している．また，沖積層を二分する場合，
物性値が大きく異なる下位の河成層と上位の海成層で区
分すべきであると提唱している．

東京低地の東の下総台地と西の武蔵野台地は下総層群
とその上位の段丘堆積物から構成される（岡ほか，1984；
中澤・田辺，2011）．関東平野における台地を構成する
段丘は，一般的にMIS 5eの下末吉面，MIS 5aの武蔵野面，
MIS 3の立川面に区分される（Ishihara and Sugai， 2017な
ど）．武蔵野台地では下末吉面が標高20 ～ 30 mに分布
しており，西上がりの隆起傾向を示す（小池・町田編，
2001）．

３．研究手法

本論では，「東京の地盤（GIS版）」（東京都土木技術支
援・人材育成センター，2014）のうち4,756本，「ちば情
報マップ」（千葉県環境研究センター，2002）のうち743
本，「国土地盤情報検索サイト（Kunijiban）」（土木研究所，
2008）のうち268本のボーリング柱状図を用いた（第1図）．
これら計5,767本のボーリング柱状図の電子ファイルは，
XML形式に統一し，石原ほか（2013）による補間方法を
用いて100 m×100 m×1 mのボクセルモデルを作成した．
そしてこのボクセルモデルを用いて岩相とN値の断面図
を作成した．

本論では，まずこの岩相とN値の断面図における下総
層群と沖積層の層序ならびに埋没段丘面と開析谷の基底
面を産総研による5本の基準コア（Tanabe et al., 2015）と
既存研究（Matsuda， 1974；遠藤秀典ほか，1988；遠藤邦
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第1図  ボーリング柱状図のプロット．
  本論では，Tanabe et al. (2015)のうち，SZとGS-KM-1，DK，GS-ISH-1，GS-KSM-1の5本のボーリングコア堆積物を基準

コアとして用いた．灰色は標高が10 m以上の地域を示す．

Fig. 1  Plots of borehole logs.
  In this study, five sediment cores of SZ, GS-KM-1, DK, GS-ISH-1 and GS-KSM-1 (Tanabe et al., 2015) were used as stratotype 

cores. Gray shadings represent area higher than 10 m above the Tokyo Peil datum.
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彦ほか，1988；東京港地下地質研究会，2000；東京都港
湾局，2001；石綿，2004；角田，2014）に基づいて解釈した．
さらに複数の断面図におけるこれらの解釈を面的に広げ
ることで，沖積層の基盤地形を復元した．

5,767本のボーリング柱状図のうち，沖積層が下総層
群に直接累重するものは2,583本，沖積層の基底にBG
もしくは沖積層の下位に埋没段丘礫層（Buried Terrace 
Gravel: BT）が存在するものは3,184本，そのうちBGとBT
を貫入するものは2,077本あった．後述するように，沖
積層が特に厚く分布する開析谷の軸部ではBGを貫入す
るボーリング柱状図が少ないこと，そしてBTを被覆す
るローム層は薄層であり，なおかつ偏在することから，
本論ではBGとBTの上面を沖積層の基底と見なしている．

本論では，沖積層の基底深度とBGもしくはBTの有無，
BGもしくはBTの層厚，埋没段丘面上のローム層の有無
とその上面深度を手動で読み取った．そして沖積層の基
底深度をArcGIS 10.6のSpatial Analystツールの内挿（クリ
キング）を用いて補間し，沖積層の基盤地形の面的な分
布を復元した．

４．地質断面図の解釈

第2図は東京低地南部における東西方向の岩相・N値
断面図を示す．本章では，これらの3つの断面図におけ
る下総層群と沖積層の層序そして埋没段丘面と開析谷の
基底面を既存研究に基づいて解釈する．

AA’断面図は東京都豊島区雑司が谷付近から千葉県船
橋市本中山付近にかけたものである．本断面図の中央部
には古東京川開析谷が分布する（Matsuda, 1974；遠藤邦
彦ほか，1988；東京都港湾局，2001）（第2図）．本断面
図の下部は，N値が40以上の礫層と砂層，砂泥層から構
成され，これらの層相は側方方向への連続性が良い．そ
れに対して上部は，N値40以下の礫層と砂泥層，泥層か
ら構成され，特に礫層と砂泥層の側方方向への連続性は
限定される．これらの下部と上部の層相は，それぞれ下
総層群と沖積層の特徴を示す（Matsuda， 1974）．下総層群
のうち，古東京川開析谷より西に分布するものは，礫層
の側方方向の連続性で示されるように， 5/1000の勾配で
東に傾斜する（第2図）．またこの礫層の上位の標高-35 m
付近にはMIS 3の本所埋没段丘を構成するBTが分布する

（遠藤秀典ほか，1988）．一方，古東京川開析谷より東に
分布する下総層群には明瞭な礫層は存在せず，その最上
部には局所的にN値5以下の泥層が分布する．古東京川
開析谷を充填する沖積層は，下位よりBGとLS，LC，MS，
UC，US，UAから構成され（Matsuda， 1974），GS-KM-1
の基準コアに基づくと，BGは網状河川システム，LSと
LCは蛇行河川システム，MSはエスチュアリーシステム，
UCとUS，UAはデルタシステムに対比できる（田辺ほか，
2010）．網状河川システムはN値40，蛇行河川システム
はN値20 ～ 40である．エスチュアリーシステムのN値は

下部の10から上部の0に減少，デルタシステムのN値は
下部の0から上部の10に増加する（第2図）．このような
エスチュアリーシステムとデルタシステムのN値の垂直
変化は，それぞれ上方細粒・粗粒化を示すと考えられる．
デルタシステムを構成するN値0の内湾泥層は，開析谷
のみならずSZの基準コアを含む埋没段丘面上にも広く分
布する． 

BB’断面図は東京都新宿区大京町付近から千葉県市川
市上妙典付近にかけたものである．この断面図は途中
で東京駅を横切る（第2図）．BB’断面図における下総層
群と沖積層の層序ならびに埋没段丘と開析谷の分布は，
AA’断面と大差ない．しかし，BB’断面では古東京川開
析谷の東の標高-50 ～ -40 mにBTを伴う平坦面が存在す
る（東京都港湾局，2001）．また，沖積層の蛇行河川シス
テムには厚い砂層が存在する．この砂層はアグラデー
ションする河川チャネル堆積物と考えられる（Tanabe et 
al., 2015）．さらに，エスチュアリーシステムを構成する
砂泥層と泥層はAA’断面のものと比べて厚い．上方細粒
化するこの層相はDKの基準コアに基づくと湾口砂州堆
積物と解釈される（田辺ほか，2012）．GS-ISH-1が位置す
る行徳開析谷（石綿，2004）の谷埋め堆積物は，エスチュ
アリーシステムの内湾泥層からなる（田辺ほか，2012）．
東京駅付近では沖積層は標高-5 mにかけて分布し，その
東の小規模な開析谷は昭和通り開析谷，西のそれは丸の
内開析谷と呼ばれている（角田，2014）．

CC’断面図は東京都渋谷区恵比寿付近から千葉県浦安
市日の出付近にかけたものである（第2図）．この断面図
の下総層群と沖積層の層序ならびに埋没段丘と開析谷の
分布はBB’断面と大差ない．ただし，古東京川開析谷の
西に分布する下総層群の礫層の勾配はAA’断面やBB’断
面と比べて急（9/1000）である．これは一枚の礫層の傾斜
が南に向かって急になっているか，いずれも下総層群を
構成する傾斜が緩い新しい時代の礫層と傾斜が急な古い
時代の礫層が二枚ある可能性がある（東京港地下地質研
究会，2000）．また，古東京川開析谷の東の下総層群は，
幾つかの小規模な谷によって開析されており，古東京川
開析谷におけるGS-KSM-1と同じく，エスチュアリーシ
ステムの内湾泥層によって充填されていると考えられる．

５．埋没段丘と開析谷の分布

第3図は東京低地南部における沖積層の基盤地形を示
す．この図の中央部には古東京川開析谷が南北方向に縦
断し，その左岸と右岸には複数の平坦面が見られる．本
論では，標高-20 ～ 0 mの平坦面をT1面，標高-40 ～ -30 
mの平坦面をT2面，標高-50 ～ -40 mの平坦面をT3面と
命名する．古東京川開析谷の左岸と右岸のT1面には行
徳開析谷と古神田川開析谷がそれぞれ分布する（石綿，
2004）．そのうち古神田開析谷は，その上流において東
の昭和通り開析谷と西の丸の内開析谷に枝分かれする
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第2図  岩相（上部）・N値（下部）断面図．
  黒い実線は沖積層の基底と堆積システムの境界を示す．白い点線は下総層群の礫層の分布を示す．T1とT2， T3は埋没段

丘面を示す．TPは東京湾平均海面（Tokyo Peil）を意味する．断面図の位置は，第1図と第3図，第4図に示す．

Fig. 2  Cross sections of lithology (upper section in each figure part) and N-value (lower section in each figure part).
  The black solid line indicates the base of the post-LGM incised-valley fill and the boundary of the sedimentary systems. The white 

dotted line indicates the gravel bed of the Shimosa Group. T1, T2, and T3 indicate buried terrace. TP shows mean sea-level at Tokyo 
Bay (Tokyo Peil datum). Locations of cross sections are shown in Figures 1, 3, and 4.
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（角田，2014）．本調査地域において古東京川開析谷は中
央防波堤外側埋立地の南東端において最も深く標高-77 
mにかけて分布する．行徳開析谷は千葉県市川市塩浜に
おいて最も深く標高-56 m，古神田川開析谷は東京都大
田区東海において最も深く標高-59 mにかけて分布する．

第3図にはローム層の分布を白丸で示した．この分布
によるとローム層は，T1面とT2面，T3面に分布してお
り，開析谷の軸部には分布しない．従来，T1面は縄文
海進に伴って形成された波食台とされてきた（Matsuda，
1974；Kaizuka et al., 1977；東京都港湾局， 2001）．しか

し，東京都江東区有明では，下総層群の上面を構成す
るT1面にMIS 4の箱根東京テフラ（Hk-TP）（町田・新井，
2003）を含む関東ローム層が被覆する．従って，この地
域におけるT1面はMIS 5aの武蔵野段丘に相当すると考
えられている（東京港地下地質研究会，2000）．また，T2
面の本所埋没段丘では，BTを被覆する関東ローム層か
ら30.0 kaの姶良Tn火山灰（AT）（Smith et al., 2013）が得ら
れており，T2面はMIS 3の立川段丘に対比されている（遠
藤秀典ほか，1988）．T3面からは，これまでのところ年
代値が得られていない．しかしT3面は，T2面の下位及
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第3図  東京低地南部における沖積層の基盤地形．
  等高線は2 m間隔．白丸はローム層の分布を示す．白い実線は現在の海岸線を示す．灰色は標高が10 m以上の地域を示す．

Fig. 3   Incised-valley topography formed into the LGM beneath the southern area of the Tokyo Lowland.
  The contour interval is 2 m. The white circles show the distribution of loam. The white solid line indicates shoreline. Gray shadings 

represent area higher than 10 m above the Tokyo Peil datum.
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び開析谷の上位に分布することから，MIS 3とLGMの間
に形成されたと考えられる．近年，オーストラリアで
は，MIS 3からLGMにかけて海水準がステップ状に低下
し，LGMの最大海水準低下期の直前（30.0 ～ 21.5 ka）に
海水準の停滞があったことが報告されている（Yokoyama 
et al., 2018; Ishiwa et al., 2019）．従って，T3面はこのよ
うな海水準の停滞に伴って形成された可能性がある．な
お，ATが被覆するT2面の下位に開析谷が分布するとい
うことは，開析谷の基底部におけるBGが30.0 ka以降に
形成されたことを示す．井関（1975）はBGがLGMの低海
水準期に形成されたとしている．その一方で，牧野内ほ
か（2001）は，濃尾平野におけるBGがATの直下に分布す
ることから，BGがMIS 3の後期からLGMにかけた海水
準低下期に形成されたとしている．東京低地南部におけ
るBGには前者の形成モデルが適合される．

第3図はローム層が，段丘崖の縁や凹みに多く分布し，
埋没段丘の平坦面には分布しないことを示す．これは埋
没段丘の平坦面を被覆したローム層が縄文海進時の波浪

によって侵食されたこと意味する．東京低地南部におけ
る波食台は，所によって存在したとしても，ローム層の
みを削剥し，埋没段丘面の元地形を洗い出すような，軽
微な侵食によって形成されたと考えられる．ちなみにT2
面を被覆するローム層は，その上面（標高-30 m付近）に
おいて極めて平坦な面を形成しており，10.0 ～ 9.2 kaの
海水準上昇の停滞（田辺，2019）に伴って形成されたと考
えられる．

６．礫層と軟弱泥層の層厚分布

第4図はBTもしくはBGを構成する礫層の層厚分布を
示す．この図によると，T2面を構成するBTは層厚が5
～ 10 mと厚層であるのに対し，T3面を構成するBTは2
～ 5 mと薄層であることが分かる．また，古東京川開析
谷の左岸のT1面と行徳開析谷には，BTとBGに相当する
礫層が存在しない．古神田川開析谷の上流には層厚が
2 m以下のBG，下流には層厚が5 ～ 10 mのBGが分布す
る．古東京川開析谷のBGの層厚は0 ～ 23 mとばらつく
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第4図  BGとBTの層厚分布．
  基盤地形の凡例は第3図と同じ．灰色は標高が10 m以上の地域を示す．

Fig. 4  Distribution of the thickness of the BG and BT.
  The legend of the incised-valley topography is same to that of Fig. 3. Gray shadings represent area higher than 10 m above 

the Tokyo Peil datum.
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が，ここでは沖積層が厚く分布しており，BGを貫入す
る充分な数のデータが得られていない．T2面を構成する
BTが厚層なのは，第2図のAA’断面とBB’断面によると，
MIS 3のBTと下総層群を構成する礫層が重なって分布す
るためである．埋没段丘を構成する礫層は，T3面を構成
するBTのように，現在の利根川における河道の水深（福
岡ほか，2004）と同じ規模の2 ～ 5 mの層厚を有するのが
一般的であると考えられる．古東京川開析谷の左岸のT1
面にBTが分布しないのは，T1面を形成した河川が礫を
運搬・堆積しなかったのとT1面構成層とその下位の下
総層群に礫層が含まれないためである．また，行徳開析

谷にBGが存在しないのは，その集水域に礫層が分布し
ないためである．古神田川開析谷の下流のBGが厚いの
は，下総層群を構成する礫層が開析谷に露出することに
よる（第2図のCC’断面）．古神田川には，その上流にお
けるBGの層厚が示すように，武蔵野台地を構成する礫
を侵食・運搬するような流量は無かったと考えられる．

第5図は，N値5以下の軟弱泥層の層厚分布と沖積層
の基盤地形の等高線を重ね合わせたものである．沖積層
の開析谷では軟弱泥層が厚く分布する．これは，開析谷
ではエスチュアリーならびにデルタ成の内湾泥層が谷埋
め堆積物として厚く分布するためでる．この図は，軟弱
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第5図  N値5以下の泥層の層厚分布．
  N値5以下の泥層の層厚はボクセルモデルに基づく．黒い実線は第3図の沖積層の基盤地形を示す．等高線は2 m間隔．

灰色は標高が10 m以上の地域を示す．

Fig. 5  Distribution of the thickness of the mud with N-value < 5.
  The distribution of the thickness of the mud with N-value < 5 is based on the voxel model made for this study. The black solid lines 

show the incised-valley topography formed into the LGM (Fig. 3). The contour interval is 2 m. Gray shadings represent area higher 
than 10 m above the Tokyo Peil datum.
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第6図  東京低地と中川低地における沖積層の基盤地形．
  等高線は2 m間隔．灰色は標高が10 m以上の地域を示す．TPは東京湾平均海面（Tokyo Peil）を意味する．

Fig. 6  Incised-valley topography formed into the LGM beneath the Tokyo and Nakagawa lowlands.
  The contour interval is 2 m. Gray shadings represent area higher than 10 m above the Tokyo Peil datum (TP; 

mean sea-level at Tokyo Bay).
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第7図  東京低地と中川低地における沖積層基底面の等高線．
  灰色は標高が10 m以上の地域を示す．TPは東京湾平均海面（Tokyo Peil）を意味する．

Fig. 7  The contours of incised-valley topography formed into the LGM beneath the Tokyo and Nakagawa lowlands.
  Gray shadings represent area higher than 10 m above the Tokyo Peil datum (TP; mean sea-level at Tokyo Bay).
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泥層の層厚が，おおよそではあるが沖積層の層厚の指標
になることを示す．なお，このような軟弱泥層の層厚は，
地震被害や地盤沈下と強い相関を持つことが知られてい
る（貝塚・松田，1982；遠藤ほか，2001）．

７．東京低地北部および 
中川低地の基盤地形との対比

第6図は東京低地南部における沖積層の基盤地形を東
京低地北部と中川低地におけるそれと対比したものであ
る．また，第7図は第6図の10 m間隔の等高線を表した
ものである．第6図によると，中川開析谷の左岸と右岸
にT1面と同じ深度の平坦面が確認できる．特に中川開
析谷の左岸のT1面には，BTが存在せず，下総層群に部
分的にローム層が被覆することが報告されており，東京
低地南部におけるT1面と同じく，MIS 5aの武蔵野段丘
と対比される（田辺ほか，2014；Ishihara and Sugai, 2017）．
また，中川開析谷と荒川開析谷，そして古東京川開析谷
の基底にはBGが存在するが，下総台地を開析する行徳
開析谷と坂川開析谷（遠藤ほか，1989），大宮台地を開析
する元荒川開析谷と綾瀬川開析谷，武蔵野台地を開析す
る古神田川開析谷には，明瞭なBGは存在しない（田辺ほ
か，2008a）（第6図）．これらの開析谷のうち，特に行徳
開析谷と坂川開析谷，古神田川開析谷の基盤地形は，起
伏に富んでおり，流路が屈曲する（第6図）．坂川開析谷
と古神田川開析谷の形状は，充分な密度のボーリング柱
状図から復元されており，このような起伏地形が補間に
よる「目玉効果」では無いことを示す（田辺ほか，2014）（第
1図）．これらの起伏地形と流路の屈曲の形成にはBGに
よる被覆効果が無かったことが影響していると考えられ
る（Sklar and Dietrich， 2004）．つまり小規模な開析谷では，
BGが分布しないために，河川による下刻と屈曲が，BG
が分布する大規模な開析谷と比べて進行した．その結
果，LGMにかけた海水準低下に伴って形成された瀬と淵

（Thompson， 2018）もしくは深掘れ（福岡ほか，2004；高
岡ほか，2014）が顕在化したと考えられる

８．まとめ

本論では，5,767本のボーリング柱状図から沖積層の
基底深度を読み取り，クリキング法による空間補間を行
うことで，東京低地南部における沖積層の基盤地形を復
元した．東京低地南部では，現在の荒川に沿って，南北
方向に古東京川開析谷が縦断しており，その両岸には
MIS 5aとMIS 3，LGMの前半に形成されたと考えられる
3段の埋没段丘が確認された．古東京川開析谷の左岸の
埋没段丘は行徳開析谷，右岸の埋没段丘は古神田川開析
谷などの小規模な開析谷によって開析される．このよう
な開析谷を充填する沖積層の層厚は，N値5以下の軟弱
泥層の層厚とおおよそ一致する．また，古東京川開析谷
の基底には明瞭なBGが認められるが，行徳開析谷と古

神田川開析谷にはそれが認められなかった．行徳開析谷
と古神田川開析谷では，古東京川開析谷のような礫によ
る被覆効果が無かったために，LGMにかけた海水準低下
に伴った河川による下刻と屈曲が進行し，瀬と淵もしく
は深掘れに相当する起伏地形が顕在化したと考えられる．
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